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角
田
市
農
業
振
興
公
社
の
第
２４
回
総
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
表

さ
れ
、
外
出
等
の
自
粛
が
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
収
束
が
い
つ
時
点
に
な
る
か
未
定

で
あ
る
こ
と
、
総
会
を
延
期
し
て
も
開
催

で
き
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
り
、
総
会
の

開
催
方
法
と
し
て
、
会
員
全
員
の
書
面
議

決
に
よ
る
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
５
月
１４
日
開
催
の
令
和
２
年

度
公
益
社
団
法
人
角
田
市
農
業
振
興
公
社

第
１
回
理
事
会
で
書
面
に
よ
る
議
決
を
行

う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
会

員
の
皆
さ
ま
へ
の
議
案
書
と
議
決
権
行
使

書
を
送
付
し
、
議
決
権
行
使
書
を
返
送
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
の
『
平
成

年
度
事
業
の

報
告
と
正
味
財
産
増
減
計
画
書
、
貸
借
対

照
表
及
び
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て
』 

を
ご
審
議
い
た
だ
き
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
６
月

１２
日
付
け
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
連
絡

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
議
決
権
行
使
書
に
記
載
の
あ
っ

た
議
案
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

◎
議
案
等
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

い
た
だ
い
た
意
見
の
中
か
ら
、
一
部
を

ご
紹
介
。

『
計
画
に
あ
る
「
六
次
産
業
化
」
や
「
地
産

地
消
」
の
推
進
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

活
用
し
た
情
報
発
信
・
都
市
交
流
活
性
化

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。』

『「
作
る
農
業
」
か
ら
「
売
る
農
業
」
へ
の

転
換
を
積
極
的
に
図
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
、
消
費
者
の
信
頼
を
一
層
高
め

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
生
産
技
術

の
向
上
等
に
よ
る
高
付
加
価
値
生
産
、
販

売
、
新
た
な
商
品
を
促
進
す
る
と
掲
げ
て

い
る
の
で
、
も
っ
と
積
極
的
な
事
業
拡
大

を
望
む
。』

『
事
業
内
容
の
見
直
し
、
公
社
設
立
の
目

的
に
立
ち
帰
っ
て
、
新
し
い
体
制
を
作
る

時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。』

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
今
後
の
公
社
事

業
運
営
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

角
田
の
農
産
物
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
特
別
会
員
の
皆
様
に
お

届
け
す
る
た
め
の
生
産
者
打
ち
合
わ
せ
会

が
６
月
４
日
、
角
田
市
農
業
振
興
公
社
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
の
会
議
は
、
特
別
会
員
の
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
農
産
物
を
生
産
し
、
お

届
け
し
よ
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
会
議

で
米
、
梨
の
生
産
者
ら
３
名
が
出
席
い
た

し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
事
務
局
か
ら
昨
年
度
ま
で

の
申
込
口
数
の
推
移
及
び
申
込
者
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
農
畜
産
物
の
品
目
基

準
等
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
毎
年
届
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
特

に
気
候
が
不
順
で
お
米
作
り
も
大
変
苦
労

さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
お
い
し
く
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
な
ど
の
意
見
が
多
く
、

ま
た
、
次
回
も
購
入
し
た
い
と
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
の
台
風

号
被
害
へ
の
生
産
者
に
対
す
る
お
見
舞

い
の
言
葉
等
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
特
別
会
員
事
業
に
ご
賛
同
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
会
員
や
今
後
、
ご
賛

同
い
た
だ
き
ま
す
皆
様
に
、
よ
り
満
足
し

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
会
員
や
今
後
、
ご

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
生
産
者
と
角
田
市

農
業
振
興
公
社
が
一
体
と
な
り
、
よ
り
一

層
の
品
質
が
良
く
安
全
・
安
心
で
美
味
し

い
農
作
物
の
提
供
を
行
い
、
対
応
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
募
集
案
内
を
発
送
し
て
お
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
特
別
会
員
と
は
、
角
田
市
農
業
振
興

公
社
が
目
指
す
「
暮
ら
し
と
い
の
ち
を
守

る
農
業
」
の
理
念
と
安
全
で
安
心
な
農
産

物
づ
く
り
の
取
組
み
に
賛
同
し
、
そ
れ
を

積
極
的
に
支
援
し
よ
う
と
す
る
個
人
ま
た

は
団
体
の
集
ま
り
で
す
。
会
員
の
特
典
と

し
て
、
旬
の
角
田
の
味
覚
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
※
申
し
込
み
等
に
つ
い
て

は
、
６
ペ
ー
ジ
の
特
別
会
員
募
集
に
つ
い

て
の
記
事
を
ご
覧
下
さ
い
。

特
別
会
員
農
産
物
生
産
者
会
議
開
催

～
よ
り
一
層
の
満
足
さ
れ
る
農
作
物
の
提
供
を
～

農
業
振
興
公
社
だ
よ
り

公
益
社
団
法
人

角
田
市
農
業
振
興
公
社

〒
９
８
１
‐
１
５
０
５

宮
城
県
角
田
市
角
田
字
大
坊
四
一

電

話

（
〇
二
二
四
）
六
三
‐
二
三
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
〇
二
二
四
）
六
一
‐
一
五
二
一

◆ 発 行 ◆

第

回
総
会
書
面
議
決
さ
れ
る
。 

△農産物の意見を出し合う生産者
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２
月
１３
日
、
角
田
市
農
業
青
色
申
告
会

（
面
川
義
明
会
長
）
と
角
田
地
域
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
と
共
催
で
農
業
青

色
申
告
会
の
会
員
ら
を
対
象
に
、
農
業
簿

記
操
作
研
修
会
（
決
算
・
確
定
申
告
作
成
編
）

を
公
社
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

研
修

会
に
は
午
前
、
午
後
を
合
わ
せ
て
２１
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

ソ
リ
マ
チ
株
式
会
社
よ
り
講
師
を
お
招

き
し
て
、
ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
１１
の
ソ
フ

ト
と
確
定
申
告
作
成
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
た
後
、
減
価
償
却
費
や
家
事
関
連

費
の
各
種
転
送
の
方
法
、
確
定
申
告
書
作

成
ソ
フ
ト
へ
の
取
込
方
法
な
ど
、
青
色
申

告
決
算
書
と
確
定
申
告
書
の
作
成
及
び
出

力
ま
で
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

長
時
間
の
研
修
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受

講
さ
れ
た
会
員
は
、
講
師
の
先
生
に
ソ
フ

ト
の
機
能
に
関
す
る
質
問
す
る
な
ど
、
熱

心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

            

 

角
田
市
と
友
好
都
市
の
東
京
都
目
黒
区

に
学
び
舎
の
あ
る
東
京
工
業
大
学
の
留
学

生
１８
名
が
、
２
月
２５
日
か
ら
２８
日
ま
で
、

角
田
市
内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
農
村
の

生
活
・
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
大
留
学
生
セ
ン
タ
ー
が
「
農

村
体
験
交
流
」
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
、

平
成
２０
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年

で
１２
年
目
に
な
り
ま
す
、
こ
れ
ま
で
に
１９４

名
の
参
加
実
績
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入
れ
事
業

は
「
ア
ジ
ア
の
農
民
と
手
を
つ
な
ぐ
会
」

（
面
川
義
明
代
表
）
が
主
体
と
な
り
、
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
イ
ラ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
や
台
湾
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ギ
リ
シ

ャ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
エ
ジ
プ
ト
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

オ
マ
ー
ン
な
ど
、
計
１５
ヵ
国
の
留
学
生
が
、

９
軒
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
分
か
れ
て

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

【
１
日
目
】
～
２
月
２５
日
～

１
日
目
は
、
バ
ス
で
角
田
宇
宙
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
、
そ
の
後
、
仙
南
シ
ン
ケ
ン
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

対
面
式
及
び
歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後

に
歓
談
の
途
中
で
、
北
郷
地
区
の
君
萱
神

楽
を
見
学
し
、
留
学
生
た
ち
は
、
そ
の
舞
に

興
味
を
示
し
な
が
ら
、
鑑
賞
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。

ま
た
、
余
興
で
は
、
学
生
た
ち
が
、
歌
を

唄
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
と
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
、
次
第
に
打
ち
解
け

て
、
最
後
に
は
、
言
葉
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
歓
迎
会
も
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
中
、
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

【
２
日
目
】
～
２
月
２６
日
～

２
日
目
は
、
西
根
５
区
公
民
館
（
山
の
内

分
校
）
で
蕎
麦
打
ち
体
験
し
、
学
生
た
ち
が
、

自
分
た
ち
で
打
っ
た
蕎
麦
を
食
す
な
ど
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
し
た
後
、
被
災
地
の
旧

中
浜
小
学
校
見
学
し
、
山
元
町
の
震
災
語

り
部
に
よ
る
震
災
時
の
状
況
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
山
元
町
の
イ
チ
ゴ

農
園
さ
ん
で
イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。

【
３
日
目
】
～
２
月
２７
日
～

３
日
目
は
、
各
自
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

終
日
過
ご
し
ま
し
た
。
留
学
生
の
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
、
十
分
に
角
田
の
農
村
文
化
や

生
活
を
体
験
で
き
た
様
子
で
し
た
。

【
４
日
目
】
～
２
月
２８
日
～

最
終
日
は
、
オ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
お
別
れ

会
を
開
催
し
、
留
学
生
・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
が
、
輪
に
な
っ
て
椅
子
に
座
り
、
交
流
の

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
感
激

の
あ
ま
り
涙
す
る
留
学
生
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
集
合
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
名

残
惜
し
い
う
ち
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

△宇宙センター見学と対面式・歓迎会の様子△そば打ち体験

△お別れ会の様子（オークプラザ）
△被災地視察の様子

△熱心に受講する会員

ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
操
作
研
修
会

決
算
・
確
定
申
告
書
作
成
編

を

開
催
～
角
田
市
農
業
青
色
申
告
会
～

農
村
体
験
交
流
事
業
報
告

～
東
京
工
業
大
学
留
学
生
～
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去
る
４
月

日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら

仙
南
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
に
お
い
て
角
田
市
農
業
機
械
銀
行

（
理
事
長

菊
地
勝
治
／
会
員
数
２７
人
）

第

回
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
来
賓
は
招
待
せ
ず
、
本
人
出

席

名
、
委
任
状
出
席
７
名
、
計
１７
名
の

出
席
で
開
会
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
菊
地
理
事
長
か
ら
、
角
田
市

農
業
機
械
銀
行
も
後
継
者
不
足
・
高
齢
化

等
に
よ
り
会
員
数
も
減
少
し
、
利
用
者
も

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
昨
年

よ
り
解
散
の
話
し
が
出
て
お
り
ま
し
た
が
、

３
月

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
監
査
会
・
理

事
会
に
お
い
て
令
和
２
年
度
限
り
で
解
散

を
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
総
会
の
議
事
第
７
号
議
案
で
審
議
方
お

願
い
し
ま
す
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
菊
地
理
事
長
が
仮
議
長
に
な

り
、
議
長
に
角
田
地
区
の
熊
谷
繁
寿
さ
ん

を
選
出
、
議
事
録
署
名
人
に
桜
地
区
横
山

誠
一
さ
ん
、
北
郷
地
区
白
戸
康
一
さ
ん
を

指
名
し
書
記
は
事
務
局
を
任
命
し
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
事
業
報
告
や
収
支
決
算
、
今

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
（
案
）・
役
員
改

選
そ
し
て
組
織
の
解
散
な
ど
第
１
号
議
案

～
第
７
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
を
行
い
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
角
田
市
農
業
機
械
銀
行
は
今

年
度
限
り
で
事
業
を
終
了
し
、
令
和
３
年

４
月
に
解
散
総
会
を
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

例
年
で
す
と
、
総
会
終
了
後
に
懇
親
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
行

わ
ず
出
席
者
に
記
念
品
を
渡
し
て
終
了
と

な
り
ま
し
た
。 

    

角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
（
森
谷
茂
会

長

会
員
５１
名
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る

た
め
、
総
会
に
代
え
て
、
会
員
に
よ
る
書
面

議
決
を
行
い
ま
し
た
。
６
月
５
日
付
け
で

総
会
議
案

議
決
権
行
使
書

を
会
員
に
送

付
し
総
会
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
た
日
を
令
和
２
年
６
月

日
と
し
、
令

和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書
の

承
認
な
ど
４
案
件
を
書
面
議
決
し
た
結
果
、

全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
農
業
経
営
者
会
議
と
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
開
催
で
き
る
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
安
心
・
安
全
な
農
作

業
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
会
員
の

破
傷
風
予
防
接
種
、
脳
検
診
へ
の
助
成
、
ま

た
、
先
進
地
視
察
に
対
し
て
の
助
成
を
行

う
と
と
も
に
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
等
の
開

催
を
と
お
し
て
、
個
々
の
農
業
経
営
に
対

す
る
知
恵
、
情
報
等
を
多
く
の
会
員
と
共

有
し
な
が
ら
、
角
田
市
の
農
業
発
展
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

     

地
酒
用
地
場
産
米
消
費
拡
大
推
進
協
議

会

岸
浪

俊
一
会
長

会
員

名

は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
防
止
を
図
る
た
め
、
総
会
に
代
え
て
、

会
員
に
よ
る
書
面
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

６
月
１０
日
付
け
で
総
会
議
案

議
決
権
行

使
書

を
会
員
に
送
付
し
、
総
会
決
議
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日
を
令
和
２
年

６
月

日
と
し
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
な
ど
３
案
件
を

書
面
議
決
し
た
結
果
、
全
議
案
と
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
も
あ
り
、
酒
ま
つ
り
等
の
イ

ベ
ン
ト
は
開
催
で
き
な
い
も
の
の
、
引
き

続
き
、『
牟
宇
姫
』
の
販
売
や
新
た
な
企
画

と
し
て
角
田
産
美
山
錦
を
使
用
し
て
、
蔵

王
酒
造
で
醸
造
す
る
『
ひ
や
お
ろ
し
』
の
販

売
、
利
き
酒
競
技
会
の
開
催
な
ど
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
、
楽
し
み

に
お
待
ち
下
さ
い
。
ひ
や
お
ろ
し
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
予
約
受
付
中
で
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

こ
の
度
、
か
く
だ
の
地
酒
を
楽
し
む
会

で
は
、
新
た
な
企
画
と
い
た
し
ま
し
て
、

角
田
産
の
酒
米
「
美
山
錦
」
を
使
用
し
、

蔵
王
酒
造
で
醸
造
す
る
「
ひ
や
お
ろ
し
」
を

特
別
販
売
い
た
し
ま
す
。

『
ひ
や
お
ろ
し
』
と
は
・
・
・
・
・

① 

冬
に
仕
込
ん
だ
新
酒
を
一
回
の
み
火

入
れ
す
る
。

② 

低
温
貯
蔵
で
夏
の
間
じ
っ
く
り
熟
成

さ
せ
る
。

③ 

秋
風
が
吹
く
こ
ろ
に
出
荷
さ
れ
る
日

本
酒
で
す
。

寝
か
せ
る
こ
と
で
角
が
取
れ
飲
み
口
が

良
く
ま
ろ
や
か
で
味
わ
い
深
い
の
が
特
徴

で
す
。

脂
の
乗
っ
た
秋
の
秋
刀
魚
や
冬
の
鍋
物

と
の
相
性
は
最
高
か
も
♪
♪

 

今
回
、
純
米
大
吟
醸
と
特
別
純
米
酒
２

本
一
セ
ッ
ト
、
秋
季
限
定
及
び
数
量
限
定

に
て
販
売
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
農
業
振
興
公
社
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※

歳
以
上
の
方
の
み
の
販
売
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
１
セ
ッ
ト
２
本
（
純
米
大
吟
醸
、
特
別
純

米
酒

各

ℓ
）

販
売
価
格

８

８
０
０
円
（
税
込
）

角
田
市
農
業
機
械
銀
行
の

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
総
会

～
書
面
議
決
に
よ
り
決
議
さ
れ
る
～

△通常総会の様子

地
酒
用
地
場
産
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会

総
会

お
ら
ほ
の
美
酒
を
育
て
る
会

～
書
面
議
決
に
よ
り
決
議
さ
れ
る
～

 

数
量
限
定
で
販
売
い
た
し
ま
す
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２
月
１３
日
、
角
田
市
農
業
青
色
申
告
会

（
面
川
義
明
会
長
）
と
角
田
地
域
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
と
共
催
で
農
業
青

色
申
告
会
の
会
員
ら
を
対
象
に
、
農
業
簿

記
操
作
研
修
会
（
決
算
・
確
定
申
告
作
成
編
）

を
公
社
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

研
修

会
に
は
午
前
、
午
後
を
合
わ
せ
て
２１
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

ソ
リ
マ
チ
株
式
会
社
よ
り
講
師
を
お
招

き
し
て
、
ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
１１
の
ソ
フ

ト
と
確
定
申
告
作
成
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
た
後
、
減
価
償
却
費
や
家
事
関
連

費
の
各
種
転
送
の
方
法
、
確
定
申
告
書
作

成
ソ
フ
ト
へ
の
取
込
方
法
な
ど
、
青
色
申

告
決
算
書
と
確
定
申
告
書
の
作
成
及
び
出

力
ま
で
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

長
時
間
の
研
修
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受

講
さ
れ
た
会
員
は
、
講
師
の
先
生
に
ソ
フ

ト
の
機
能
に
関
す
る
質
問
す
る
な
ど
、
熱

心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

            

 

角
田
市
と
友
好
都
市
の
東
京
都
目
黒
区

に
学
び
舎
の
あ
る
東
京
工
業
大
学
の
留
学

生
１８
名
が
、
２
月
２５
日
か
ら
２８
日
ま
で
、

角
田
市
内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
農
村
の

生
活
・
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
大
留
学
生
セ
ン
タ
ー
が
「
農

村
体
験
交
流
」
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
、

平
成
２０
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年

で
１２
年
目
に
な
り
ま
す
、
こ
れ
ま
で
に
１９４

名
の
参
加
実
績
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入
れ
事
業

は
「
ア
ジ
ア
の
農
民
と
手
を
つ
な
ぐ
会
」

（
面
川
義
明
代
表
）
が
主
体
と
な
り
、
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
イ
ラ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
や
台
湾
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ギ
リ
シ

ャ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
エ
ジ
プ
ト
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

オ
マ
ー
ン
な
ど
、
計
１５
ヵ
国
の
留
学
生
が
、

９
軒
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
分
か
れ
て

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

【
１
日
目
】
～
２
月
２５
日
～

１
日
目
は
、
バ
ス
で
角
田
宇
宙
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
、
そ
の
後
、
仙
南
シ
ン
ケ
ン
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

対
面
式
及
び
歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後

に
歓
談
の
途
中
で
、
北
郷
地
区
の
君
萱
神

楽
を
見
学
し
、
留
学
生
た
ち
は
、
そ
の
舞
に

興
味
を
示
し
な
が
ら
、
鑑
賞
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。

ま
た
、
余
興
で
は
、
学
生
た
ち
が
、
歌
を

唄
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
と
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
、
次
第
に
打
ち
解
け

て
、
最
後
に
は
、
言
葉
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
歓
迎
会
も
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
中
、
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

【
２
日
目
】
～
２
月
２６
日
～

２
日
目
は
、
西
根
５
区
公
民
館
（
山
の
内

分
校
）
で
蕎
麦
打
ち
体
験
し
、
学
生
た
ち
が
、

自
分
た
ち
で
打
っ
た
蕎
麦
を
食
す
な
ど
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
し
た
後
、
被
災
地
の
旧

中
浜
小
学
校
見
学
し
、
山
元
町
の
震
災
語

り
部
に
よ
る
震
災
時
の
状
況
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
山
元
町
の
イ
チ
ゴ

農
園
さ
ん
で
イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。

【
３
日
目
】
～
２
月
２７
日
～

３
日
目
は
、
各
自
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

終
日
過
ご
し
ま
し
た
。
留
学
生
の
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
、
十
分
に
角
田
の
農
村
文
化
や

生
活
を
体
験
で
き
た
様
子
で
し
た
。

【
４
日
目
】
～
２
月
２８
日
～

最
終
日
は
、
オ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
お
別
れ

会
を
開
催
し
、
留
学
生
・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
が
、
輪
に
な
っ
て
椅
子
に
座
り
、
交
流
の

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
感
激

の
あ
ま
り
涙
す
る
留
学
生
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
集
合
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
名

残
惜
し
い
う
ち
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

△宇宙センター見学と対面式・歓迎会の様子△そば打ち体験

△お別れ会の様子（オークプラザ）
△被災地視察の様子

△熱心に受講する会員

ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
操
作
研
修
会

決
算
・
確
定
申
告
書
作
成
編

を

開
催
～
角
田
市
農
業
青
色
申
告
会
～

農
村
体
験
交
流
事
業
報
告

～
東
京
工
業
大
学
留
学
生
～
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〇筆者紹介

荒川 隆（あらかわ たかし）

年 宮城県生まれ

角田小学校、角田中学校、角田高等学校、早稲田大学を卒業

年 農林水産省入省、食糧部長、畜産部長、総括審議官、大臣官房長、

農村振興局長を歴任

年 退官 現在、損害保険会社と角田市農業振興公社の顧問及び

全農の経営管理委員を務める

角田市農業振興公社顧問 荒川 隆

今、新型コロナの蔓延で世の中の社会生活も経済活動も大きな制約を受けています。全国的な緊急事態

宣言は解除されましたが、いわゆる「 密」を伴う行動には引き続き注意が必要ですし、筆者が住む東京か

ら他地域への移動制限も 月中旬にようやく解除されたばかりです。筆者もこの間、 月以降、角田に帰れ

ない状況が続いています。また、この季節は、農協や土地改良区など各種団体でも通常総会など重要な会

合が目白押しですが、残念ながらその多くは、オンライン会議や書面議決などによる不自由な開催となって

います。

一方で、自然や生き物を相手にする農業・畜産業においては、季節の移り変わりとともに必要となる農作

業があり、また、日々の家畜の管理や搾乳なども待ったなしです。読者の皆様も、新型コロナによる農畜産

物の需要減退や価格下落、また自らの感染への不安などを背負いながらの厳しい毎日が続いていると思い

ます。

国を始め県や市も、様々な新型コロナ対策を講じていますが、実感されていますか。 家族 枚のアベノ

マスクはあまりに評判がよくありませんでしたが、もう届きましたか。全国民を対象とした 万円の特別定額

給付金もオンライン申請をめぐるトラブルなどもあり、市町村役場職員の努力には頭が下がるものの、大都

市での進捗状況は今一つです。地域・業種横断的な「持続化給付金」も、受託した某協議会から大手広告

会社への再委託が「丸投げではないか」と、国会でも問題視されました。そんな状況下ですが、こんな時に

は、使える施策は何でも活用して、自らの事業や生活の維持・立て直しにあたっていただきたいです。

これらの全国民、全事業者に対する新型コロナ対策に加えて、農業者や食品関連事業者の方々に活用

していただけるきめ細かな対策については、農林水産省が中心となって取りまとめています。農業版の「持

続化補助金」ともいえるような、「経営継続補助金」や肉用子牛生産基盤の弱体化防止のための「優良肉用

子牛生産推進緊急対策事業」、来期の作付けに不安のないよう資金手当てを支援する「高収益作物次期策

支援交付金」など、農業経営の継続のために必要な資金手当てを、痒い所に手が届くように、支援していこ

うとしています。また農業者個人向けではありませんが、新型コロナによる需要減退に対処するため、飲食

店の需要喚起を行う「 キャンペーン」や「生乳需給改善促進事業」、また、外国人技能実習生の

不足に対応するための各種人材確保のための支援策なども取りそろえられています。

これらの対策をうまく活用していただくためには、農業者の皆様自らアンテナを高くしていただくのはもちろ

んですが、我らが農業振興公社や地元農協などの情報収集力、発信力、そして行政との連携力などが、と

ても大切です。

筆者も微力ながら、農林水産省での勤務経験や、 全農経営管理委員としての知識・経験を活かして皆

様のお役に立ちたいと考えていますが、行政や団体の新鮮な情報は、ぜひとも仙台に所在する東北農政局

宮城支局を活用していただきたいと思います。

支局は、生産現場に軸足を置き、「現場に伝える」「現場の声をくみ上げる」「現場とともに解決する」を合

言葉として活動する農林水産省の出先機関です。管内の農業現場の声を伺い、ともに悩み、そして解決策

を模索する、地方参事官とその仲間たちがおります。持続化給付金業務を受託したどこかの団体が急ごし

らえで作った相談窓口とはわけが違いますので、遠慮なく、悩みを相談していただければと思います。

筆者も 月以降講演が軒並みキャンセルとなり、持続化給付金でも使わせてもらいたいくらいですが、い

ずれにしろ、みんなの努力でこの危機的事態を乗り越えて、いつもの日常が戻った暁には、また角田の元気

な農業と賑わいのある地域振興のために皆様と意見交換いたしたいものです。
 

～新型コロナに負けない元気な角田の農業のために～

 

※今回、特別に荒川顧問より、ご寄稿いただきました。ありがとうございました。
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今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
春
の
田
植

え
の
交
流
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

感
染
の
状
況
な
ど
か
ら
、
秋
の
稲
刈
り

が
で
き
る
か
不
透
明
な
点
が
多
い
で
す
が
、

各
団
体
で
田
植
え
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

田
ん
ぼ
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
各

田
ん
ぼ
で
生
育
調
査
を
５
月
１８
日
、
６
月

１
日
に
実
施
し
て
お
り
、
順
調
に
生
育
し

て
い
ま
す
。

緑
ヶ
丘
小
学
校
と
北
郷
小
学
校
の
学
習

田
に
つ
い
て
は
、
５
月
１５
日
に
森
谷
茂
さ

ん
の
田
植
え
機
で
、
田
植
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。
３０
ア
ー
ル
の
学
習
田
で
「
つ
や
姫
」

を
植
え
ま
し
た
。

下
目
黒
小
学
校
と
枝
野
小
学
校
の
学
習

田
に
つ
い
て
は
、
５
月
１８
日
に
農
業
体
験

交
流
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
枝
野
小
学

校
の
先
生
方
が
集
ま
り
、
約
７
ア
ー
ル
の

田
ん
ぼ
に
、「
つ
や
姫
」
を
田
植
え
機
に
よ

り
、
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

月
光
原
小
学
校
と
西
根
小
学
校
の
学
習

田
に
つ
い
て
は
、
５
月

日
に
約
７
ア
ー

ル
の
田
ん
ぼ
に
「
み
や
こ
が
ね
も
ち
」
と
い

う
も
ち
米
を
西
根
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

の
み
な
さ
ん
が
田
植
え
機
で
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。

目
黒
角
田
絆
交
流
事
業
に
つ
い
て
も
春

の
田
植
え
の
交
流
は
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
５
月
１５
日
に
約

ア
ー
ル
の
田
ん

ぼ
に
「
つ
や
姫
」
を
森
谷
茂
さ
ん
の
田
植
え

機
で
田
植
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
暑
く
な
る
に
つ
れ
て
、
生
育
も

進
ん
で
い
く
の
で
、
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
観

点
か
ら
、
令
和
２
年
７
月
１８
日
・
１９
日
に
開

催
予
定
と
な
っ
て
い
た
第
５７
回
目
黒
区
商

工
ま
つ
り
（
目
黒
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
２
０
）
は
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
例
年
、
あ
ぶ
く
ま
農
学
校

で
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
実
践
塾
（
農
産
物

の
イ
ベ
ン
ト
販
売
）
に
つ
い
て
も
中
止
と
い

た
し
ま
す
。
毎
年
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

方
々
、
来
年
度
以
降
、
是
非
、
買
い
に
き
て
下

さ
い
。

※
現
在
の
田
ん
ぼ
の
様
子
は
、
当
公
社
の

ブ
ロ
グ
『
こ
れ
が
ぼ
く
ら
の
田
ん
ぼ
だ
ぞ
』

か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
定
期
的
に
生
育
状

況
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
下
さ
い
。

緑
ヶ
丘
小
・
北
郷
小
学
習
田

月
光
原
小
・
西
根
小
学
習
田

下
目
黒
小
・
枝
野
小
学
習
田

あ
ぶ
く
ま
農
学
校
農
業
体
験
学
習
『
春
』
が
中
止

～
各
団
体
で
田
植
え
～

目
黒
角
田
絆
交
流
実
行
委
員
会

△緑ヶ丘小・北郷小学習田 田植えの様子

△下目黒小・枝野小学習田 田植えの様子

△月光原小・西根小学習田 田植えの様子

△目黒角田絆交流事業交流田 田植えの様子

あ
ぶ
く
ま
農
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
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〇筆者紹介

荒川 隆（あらかわ たかし）

年 宮城県生まれ

角田小学校、角田中学校、角田高等学校、早稲田大学を卒業

年 農林水産省入省、食糧部長、畜産部長、総括審議官、大臣官房長、

農村振興局長を歴任

年 退官 現在、損害保険会社と角田市農業振興公社の顧問及び

全農の経営管理委員を務める

角田市農業振興公社顧問 荒川 隆

今、新型コロナの蔓延で世の中の社会生活も経済活動も大きな制約を受けています。全国的な緊急事態

宣言は解除されましたが、いわゆる「 密」を伴う行動には引き続き注意が必要ですし、筆者が住む東京か

ら他地域への移動制限も 月中旬にようやく解除されたばかりです。筆者もこの間、 月以降、角田に帰れ

ない状況が続いています。また、この季節は、農協や土地改良区など各種団体でも通常総会など重要な会

合が目白押しですが、残念ながらその多くは、オンライン会議や書面議決などによる不自由な開催となって

います。

一方で、自然や生き物を相手にする農業・畜産業においては、季節の移り変わりとともに必要となる農作

業があり、また、日々の家畜の管理や搾乳なども待ったなしです。読者の皆様も、新型コロナによる農畜産

物の需要減退や価格下落、また自らの感染への不安などを背負いながらの厳しい毎日が続いていると思い

ます。

国を始め県や市も、様々な新型コロナ対策を講じていますが、実感されていますか。 家族 枚のアベノ

マスクはあまりに評判がよくありませんでしたが、もう届きましたか。全国民を対象とした 万円の特別定額

給付金もオンライン申請をめぐるトラブルなどもあり、市町村役場職員の努力には頭が下がるものの、大都

市での進捗状況は今一つです。地域・業種横断的な「持続化給付金」も、受託した某協議会から大手広告

会社への再委託が「丸投げではないか」と、国会でも問題視されました。そんな状況下ですが、こんな時に

は、使える施策は何でも活用して、自らの事業や生活の維持・立て直しにあたっていただきたいです。

これらの全国民、全事業者に対する新型コロナ対策に加えて、農業者や食品関連事業者の方々に活用

していただけるきめ細かな対策については、農林水産省が中心となって取りまとめています。農業版の「持

続化補助金」ともいえるような、「経営継続補助金」や肉用子牛生産基盤の弱体化防止のための「優良肉用

子牛生産推進緊急対策事業」、来期の作付けに不安のないよう資金手当てを支援する「高収益作物次期策

支援交付金」など、農業経営の継続のために必要な資金手当てを、痒い所に手が届くように、支援していこ

うとしています。また農業者個人向けではありませんが、新型コロナによる需要減退に対処するため、飲食

店の需要喚起を行う「 キャンペーン」や「生乳需給改善促進事業」、また、外国人技能実習生の

不足に対応するための各種人材確保のための支援策なども取りそろえられています。

これらの対策をうまく活用していただくためには、農業者の皆様自らアンテナを高くしていただくのはもちろ

んですが、我らが農業振興公社や地元農協などの情報収集力、発信力、そして行政との連携力などが、と

ても大切です。

筆者も微力ながら、農林水産省での勤務経験や、 全農経営管理委員としての知識・経験を活かして皆

様のお役に立ちたいと考えていますが、行政や団体の新鮮な情報は、ぜひとも仙台に所在する東北農政局

宮城支局を活用していただきたいと思います。

支局は、生産現場に軸足を置き、「現場に伝える」「現場の声をくみ上げる」「現場とともに解決する」を合

言葉として活動する農林水産省の出先機関です。管内の農業現場の声を伺い、ともに悩み、そして解決策

を模索する、地方参事官とその仲間たちがおります。持続化給付金業務を受託したどこかの団体が急ごし

らえで作った相談窓口とはわけが違いますので、遠慮なく、悩みを相談していただければと思います。

筆者も 月以降講演が軒並みキャンセルとなり、持続化給付金でも使わせてもらいたいくらいですが、い

ずれにしろ、みんなの努力でこの危機的事態を乗り越えて、いつもの日常が戻った暁には、また角田の元気

な農業と賑わいのある地域振興のために皆様と意見交換いたしたいものです。
 

～新型コロナに負けない元気な角田の農業のために～

 

※今回、特別に荒川顧問より、ご寄稿いただきました。ありがとうございました。
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※写真はイメージです
角田市農業振興公社では、毎年旬の時期に角田の味覚を味わって頂く目的で農産物を特別会員（サポーター）
へお送りしています。今年度も、「角田の農産物を味わってみたい」という特別会員（サポーター）を募集して
います。年会費は、１万円と５千円と２種類に分かれています。申込みを希望される方は、７月 日まで当
公社にご連絡お願いいたします。（申込み後、詳細と振込用紙を郵送させて頂きます。）

《Ａコース（会費１万円）》基本セット（朝ごはんセット）＋下記①～③より２点を選択

《 コース（会費１万円）》 《 コース（会費５千円）》 《 コース（会費５千円）》

【農業簿記検定受験のための勉強会参加者募集】

農業者の所得申告は、「収支計算」へと変遷し、記帳義務が課せられる
ようになりました。また、税務上のみならず、個々の農業経営者として経
営内容を把握し自立経営に役立てるという意味で、簿記記帳は非常に重要なツールとなっていることから、農
業簿記検定を受験することで、知識を身に着けることが可能になります。令和２年度の農業簿記検定３級のた
めの勉強会を下記により開催しますので、是非ご参加下さい。希望する方は公社までお申込みください。
※参加希望人数が少ない場合は、開催しないこともありますので、あらかじめ、ご了承願います。

◎開催予定時期： 令和２年１０月下旬から１１月中旬まで６日程度
◎場所 公社会議室等 募集人員 ７名程度 講師 県職員ほか
◎負担金 公社会員は 円（テキスト代・受験料）
◎申込み期限 令和２年９月２５日（金）まで

募集のお知らせ

事務局長 仙石 利幸
 

主 査 清水 正倫（市より公社担当）
 

主 事 加藤 厚志 新 任  

主 事 斎 正昭 
主 事 毛利 伝一 

主 事 佐藤 裕美 

主 事 三文字 正勝 新 任  

特 別 会 員 サ ポ ー タ ー 募 集

①梨 （幸水または豊水）

９月頃予定 
基本セット（朝ごはんセット）

月頃予定 
②麦とろセット 月頃予定 ③いちご

来年 月予定
 

新米中心のセット

味噌 ｇ 月予定 
角田産秘伝豆と牛肉のセット

月上旬予定 
新米ひとめぼれ５ ・つや姫５

のセット 月上旬予定 

↑上記の

コー

ドよりお

申込がで

きます。 

４月からの公社職員体制です。

事務所は、角田市役所西庁舎の北西にあります


